
「つながりの実感」Re:リ・コロ
ン

［再論］第13号特集

91

［再論］第 13号特集「つながりの実感」
Re:リ・コロン● 質的心理学フォーラム Vol.14 2022

learning in the commons. New Brunswick: Rutgers University Press.

三好真人 (2014) セルフヘルプ・グループへ参加者が定着すること

に関する要因の分析─「NPO法人・生活の発見会」にお

けるケース研究. 日本森田療法学会雑誌, 25, 141-150.

村上正行・浦田悠 (2021) 大学における「つながりの実感」とオン

ライン授業. 質的心理学フォーラム, No.13, 28-36.

村上靖彦 (2021) 言葉とつながれないこと. 質的心理学フォーラム, 

No.13, 21-27.

中川敦 (2021) 離れて暮らす老親を持つ子供とケアマネジャーのE

メールにおける遠距離介護の意思決定過程. 質的心理学

フォーラム, No.13, 13-20.

岡知史 (1999) セルフヘルプグループ─わかちあい・ひとりだ

ち・ときはなち. 星和書店.

Rappaport, J. (1993) Narrative studies, personal stories, and identity 

transformation in the mutual help context. The Journal of Applied 

Behavioral Science, 29, 239-256

浦河べてるの家 (2005) べてるの家の「当事者研究」. 医学書院.

●はじめに

　『つながりの実感』をテーマとした第 13 号特集では

3 本の特集論文をもとに，討論として 3 つの視点─

「つながり」概念の規範性，つながりの「実感」の活

動・実践内在的側面，研究者による規範的コミットメ

ントの指向─を提示した（秋谷・坂井・高梨，2021）。

学会では特集シンポジウムがオンラインで開催され，

多くの参加者を得て活発な議論が展開された。さら

に、3 月末には多くの意見論文が投稿され 5 本の多彩

な論考が採択された。シンポジスト，参加者，意見論

文投稿者の皆様に改めて感謝を申し上げたい。

　新型コロナウイルス感染症流行下において私たちの

日常生活はありとあらゆる側面で様変わりし，早 3 年

目になる。不確かさが身近なものになり，多少の変化

には動じなくなった面もあるが，ウィズコロナ時代の

模索が始まるなか，オンライン生活や顔を出さない生

活に慣らされた人々が元の生活様式に戻れないとい

う，新たな困難さが昨今生まれてきている。その背後

にはつながりの再構築における困難さが生じているこ

とが推察される。

　このような新たな課題が見えてきた今，意見論文と

の対話を通して「つながりの実感」を再考する意義は

大きい。5 本の論考はそれぞれ異なるフィールドを題

材にしながらも，時間・運動・信頼・つながりの質と

いう，つながりの実感の深部について多方面から議論
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したものが集まった。各論考からは社会の揺らぎを背

景として，ゆるぎないものが炙り出されたように思わ

れる。それは今後生じてくるつながりの再構築を考え

る基盤になると言えるだろう。以下では，各論考につ

いてリプライを付し，学際的な視点からつながりの実

感が炙り出したものについて述べ，本企画の対話的答

えとしたい。

●各論文へのリプライ

町田論文「言語的概念の介在しない他者とのつなが

りの可能性─トランスジェンダーの語り合いか

ら」　

　町田は，トランスジェンダー（TG）の方へのイン

タビューをもとに，言葉と他者とのつながりの関係性

の観点から「つながりの実感」について考察してい

る。曰く，ジェンダーの越境をめぐる言葉が次から次

へと創出される昨今において，TG の人が他者とつな

がりながら生きるためには，「言語的概念を適切に使

うことよりも，相手との関係性の質（前概念的なもの）

の方が，TG 当人にとって決定的な意味を持つ」（町田，

2022）という。この提起はおそらく，TG の方々に限

られたものではなく他者関係を営んで生きる我々に広

く当てはまるものであろう。

　本論文では，自らを言語的概念で規定することを必

ずしも必要としないサク（研究協力者）と，そのある

がままさに多少なりとも違和感を覚えてしまう TG

当事者である筆者（町田）の対比が興味深い。読者と

しては，サクのその境地に至ったプロセスにも関心が

向いたがそれはここでは置いておくとして，町田
（2022）は「自身がカミングアウトする前に TG であ

ることが相手に露見してしまうことは基本的には怖い

こと」だと感じ，「自分を規定するような言葉を相手

に伝えることは，関係性を新しく紡ぎ直すにあたって

必要なものだと感じていた」という。この率直な表明

は，村上（2021）の「名前を持たないことでうまれる

切断」と「名前をうることによってうまれる切断」，

そしてその「はざまの人」の議論を呼び起こし，人が

人の中で生きていく上で，言葉による規定とは無縁で

はいられない現実をあらためて思わされた。

　村上（2021）は，「まちがったラベルを強いられる

ことで，社会的なアイデンティティを喪失する」可能

性を指摘し，町田（2022）は，それに呼応するように，

何らかの「カテゴリに当てはめた見方ではなくその人

として受け止めてくれる」体験の積み重ねの重要性を

論じている。ラベリングによる安易な他者理解ではな

く，「その人」として受け止めることを通して生じて

いく「つながり」，それは，様々な領域や立場で他者

関係を形成し生きる我々にとってそう容易ではないよ

うに思う。しかしだからこそ，他者との「つながり」

ということがあらゆる場でトピックとなっている現

在，質を取り上げうる本学会においてこそ，「実感」

に根差した「関係性の質」ということに目を向け，よ

り丁寧に言語化していく必要性をあらためて喚起され

た論文であった。

茂野論文「つながりの「実感」の双方向の存在─

子どもの放課後支援における関係者の語りから」

　茂野論文は，小学校における「放課後児童クラブ」

と「放課後子供教室」を一体化した学習支援の一部と

して実施されている活動を取り上げている。検討の俎

上にあげられているのは，当該活動を立ち上げた A

さんと，その活動に参加する B さんの語りである。A

さんは，アドバイザーと呼ばれる支援活動の参加者を

サポートする役割を担っている。

　A さんと B さんの語りの分析を通して見出される

のは，A さんとアドバイザーの双方が継続的なコミュ

ニケーションを通して相互に信頼していることをさま

ざまな目的・やり方によって示しあっていることであ

る。著者（茂野）は，この「信頼」を「つながり」と

して措定したうえで，この双方向的な信頼の理解可能

性を「実感」と呼んでいる。以上のようにまとめたう

えで，「つながりを実感することは，人と人との信頼

という「きずな」を深めることではないだろうか？」
（茂野，2022）という問いを読者に投げかけている。

　ここでは，手短ながら，著者より投げかけられた問

いに対してリプライしたい。確認したいことは，双方

向的信頼は「つながりの実感」の必要条件なのかどう

か，ということである。次のような事例を考えてみた

い。たとえばひとたび「家族」であると記述された場
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合，その集団に包含されうる個人と個人は家族概念の

もとで規範的に結びつくものとして理解可能になる
（上記および 13 号「討論」参照）。ここで注意が必要な

のは，規範的に結びつくからといって，家族という集

団に包含される個人と個人の関係が相互の信頼に基づ

いているとは限らないということである。憎みあって

いる家族はいくらでもいる。しかしそうであっても，

彼らはさまざまな場面で「家族であること」をし，ま

た，他者からもその関係性のもとで理解され続けるだ

ろう。こうしたかかわり合いの渦中でお互いが家族で

あることを折々実感することもまた「つながりの実

感」と呼んでよいだろうか。この点についてどう考え

るかで，著者の問いかけに対する応答は変わってくる

だろう。

北尾論文「「つながりの実感」の経験を理解する」

　北尾論文では，「つながり」を個人と個人がある事

物や出来事によって物理的・意味的に関係している場

合だとし，その「実感」を個人内在的な経験であると

している。以上を踏まえ，各特集論文および著者（北

尾）の研究実践より「つながりの実感」について考察

している。

　著者は各特集論文および著者の研究実践の考察を通

して，次のように結論している。すなわち，「つなが

りの実感を考えることは，つながっている経験者の理

解というよりも，「つながろうとする」，「つながりた

い」と求める人たちの経験の理解なのだともいえるの

である」（北尾，2022）ということである。各特集論文

および著者の研究実践に共通するものとして，著者は

この結論を導いているのである。それは，各論文にお

いて分析されている人びとだけでなく，その実践を記

述している著者たちをも含むものである。

　こうした立論に対してリプライしたい。分析対象の

人びとだけでなく，その活動を記述したうえで議論を

展開する論文の著者も含むものとして「つながりの実

感」の経験の理解をとらえようとする視座は非常に示

唆的である。分析対象者も論文の著者も，この社会に

おける「つながり」およびその「実感」について何ら

かの所見をもち，また日々の生活のなかで経験する社

会の成員であることが想起される。こうした分析対象

者・記述者それぞれの経験の理解は，論文を通して理

解可能になっている。ここで付け加えたいのは，図ら

ずも北尾論文が実践しているとおり，分析対象者の実

践の記述の読者もまた「つながろうとする」，「つなが

りたい」と求める人たちを理解するという経験を，読

むという行為を通して得ているということである。

「つながりの実感」は，論文というフォーマットをめ

ぐって考えた場合，このような広い射程をもつトピッ

クであることがわかる。こうした経験を理解するため

には，本誌のような「対話」の場の設計が必要なのだ

ろう。

石田論文「時間的展望の中にある「つながりの実

感」」

三好論文「つながりの実感を得る活動・実践とその

難しさ」

　石田論文と三好論文は ，13 号「討論」で特集論文

のポイントを整理した際に挙げた 3 点のうちの第 2

点，すなわち「つながりの『実感』は活動・実践内在

的経験である」に注目しているという点において共通

している。

　その一方で，石田論文では，つながりの実感を「時

間的展望」（白井，2018）という観点から考察すること

の重要性が強調されている。すなわち，つながりの実

感は活動・実践に従事する当事者の時間的展望と結び

つくことでさまざまな意味を獲得するのではないかと

いうことである。

　まず，中川論文と村上・浦田論文に基づき，「つな

がり」の未来が非可知（unknowable）（Holzman, 2018）

であることこそが「つながりの実感」をもたらすとい

う可能性が論じられる。他方で，磯野（2015）による

摂食障害者の研究を参照しながら，「つながりの実感」

が閉鎖した語りの迷宮を創り出してしまうと，本来他

者とともに開いていくはずだった未来が固定化され，

その言葉が埋め込まれた言説を共有しない活動・実践

との接点がかえって切断されてしまう可能性もあるこ
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とが指摘される。同様に，Ito, Arum, Conley, Gutiérrez, 

Kirshner, Livingstone, Michalchik, Penuel, Peppler, 

Pinkard, Rhodes, Tekinbas, Schor, Sefton-Green, & 

Watkins（2020）による事例でも，発達障害者カイル

が示す有能さをアートスクールという状況の中に限ら

れたものと見なす家族の見方は時間的展望と結びつか

ないものである。しかし，研究者たちは，カイルと仲

間たちとのコミュニケーションに上述のような非可知

の未来との関係を見ている。同じ事象についても，時

間的展望という視点を加えることによって異なる「つ

ながりの実感」がありうることが示唆される。

　こうした考察から，石田は，「つながりの実感」を

論ずる際，「いま・ここ」での活動・実践内での経験

のみならず，その経験が過去・現在・未来という時間

的展望とどのように結びつき，いかなる帰結をもたら

しうるかという視点が有効なのではないかと提言す

る。　

　一方，三好論文は，自身による「自助グループ」の

研究を基に，つながりの実感を定点として捉えるので

はなく，つながるつながらないを繰り返す当事者によ

る実践に着目する必要性を強調する。

　集団精神療法ではグループの凝集性が重視される

が，この点で，自助グループには誰が参加可能かに

よってサブグループを形成するという構造上の工夫が

見られるという。例えばアルコール依存症の当事者の

みが参加できるクローズドミーティングの他に，その

中のある条件の者（例えば女性）だけが参加できるダ

ブル・クローズドミーティングが形成される場合など

である。三好論文が着目しているのはメンバー自身が

こうした構造を「利用」しているという点である。こ

の観点からは，例えばメンバーがあるダブル・クロー

ズドを一時的に利用したとしてもこれによって元々所

属していたホームグループから離れたことにはならな

い。むしろそこには，オープンなつながりのおかげで

クローズド場面でのつながりの実感が深まるという機

序が見られる。

　つながりの実感というテーマにとってこの点が重要

なのは，つながりの実感が誰かがつくった場所で誰か

から与えられるものでなく，複数のグループ間での行

きつ戻りつを行う当事者自身の能動的な動きから生ま

れてくるのではないかという点である。こうした運動

こそが「実践内在的」という言葉の内実であると三好

は考えている。

　両者に共通する特徴的な点は，つながりの実感を無

時間的な状態だと捉えるべきではないという視点であ

ろう。その一方で，石田論文のいう時間的展望はある

時点における当事者から過去・現在・未来がどのよう

に見えているかということであるのに対して，三好論

文のいう能動的な動きでは当事者自身のそのつどの運

動のプロセスが強調されている。その意味で，両者は

それぞれ時間について異なる側面に着目していると考

えられる。つながりの実感を当事者の経験や実践の時

間という観点から再考する方向にはこの議論をさらに

深化させていく可能性があるのではないかと思われ

る。

●おわりに

　以上の議論を踏まえ，冒頭のつながりの再構築の困

難さに立ち帰り再考してみると，困難さの背後にある

構造が浮かび上がるように思う。まず，つながりに纏

わる運動の停滞が根底にある。「つながりの実感」を

作りうる，つながろうとする志向や複数の人々と能動

的にかかわる交流など，思考・行動面での運動が社会

状況に応じる形で抑制され，それが常態化してきた。

いわば運動が発動しない日常となった。それは即ち，

双方向的な信頼が生じる場に身を置く機会の減少にも

つながり，信頼が薄められていく感覚や信頼の様相が

変化することに繋がるだろう。さらに，時間的展望の

不確かさの増大もある。特に，コロナ禍では見通した

未来に変更が相次ぐことを多くの人々が経験し，未来

へのある種の信頼が揺らぐなかで我々は今生きてい

る。それが，時間的展望のなかで可能になっていたつ

ながりの実感を阻害しているように思う。これらはい

ずれも背後的に働いていたものであり，「つながりの

実感」という確かに感じながらも一義的に説明が難し

いものを支えていたことがわかる。

　「つながりの実感」が包含する内容や範囲の多様さ，

多層さもあり，議論は尽きないが，一旦のまとめを付

したい。本特集の成果として，企画段階では朧気で

あった「つながりの実感」が特集論文・意見論文，そ
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してリプライを通してその内実や様相が言葉になり質

的に記述されたことが大きい。これらを手掛かりとし

てつながりの再構築が検討されたり，各フィールドで

さらなる議論が展開され深まること，次なる成果が生

まれることを期待したい。
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